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地域の安全を
守るために

午前８時30分／勤務交代で長い一日がスター

トする！

まずは、車両点検…赤色灯・サイレンのチェック色々

な資器材も正常に動くかチェックします。

午後１時／消防士は現場活動だけでなく、事務も行います。パソコン

に向かって事務をしていると…

救急指令、救急指令 !!
すぐさま、救急車に駆け込み現場へ出動！

無線から「心肺停止状態」との情報が入り、現場で

は家族の方が応急手当を行っているとのこと。

現場に到着すると、涙ながらに応急手当を行ってい

る家族の姿が！

すぐに救急隊で患者を観察したところ、脈も呼吸もありません。現場で電気

ショックを行い、点滴をしながら病院へ向け出発。幸い脈と呼吸が戻り、病院

へ着くころには、意識も取り戻し、家族も救急隊も安堵の表情。家族の方の応

急手当がなく、放置されてしまっていたらと思うと、ゾッとします。応急手当

の大切さを改めて実感しながら、消防署に戻り、救急車内や使った器具の洗浄

を行います。

午後６時／そうこうしていると時間はもう午

後６時。休憩時間に走ったり筋トレをした

り…。夕食をとって、昼に出来なかった事務仕事を

します。

午後10時／シャワーを浴びようと服を脱いでいると…

火災指令、火災指令 !!
すぐに防火衣を着て、消防車に飛び乗ります。

現場に着くと、逃げ遅れた人が居るとの情報！救助

隊がボンベを担ぎ煙の中へ進入。無事救助し、火災

も消えました。

午前１時／これから、119番通報の受付業務。夜中に２時間交替で

119番通報を取ります。

午前３時／仮眠に入ります。

午前６時30分／眠たい目をこすりながら、交代する人に気持よく仕事

をしてもらうため、消防庁舎の掃除や無線のテストを行います。

午前８時30分／長い24時間勤務が終了。

帰れるとおもいきや…昨日の火災の原因調査に。火災は消して終わり

ではありません。原因を調査するのも消防の仕事。このように、非番に仕事を

することもしばしばあります。

午前11時／いまから家に帰って家族サービスです！

有田市消防の
とある１日

１１９番通報を受けた時、受話器の向こうでは緊迫した現場
であることが容易に想像できます。
消防・救急隊員は、いち早く現場に行き、冷静にそして迅速
に活動する必要があり、隊員たちはどんな状況でも対処でき
るよう日々訓練を重ねています。
一人の命を救うため、消防 ･救急隊員は一つのチームとして、
「市民の生命・身体・財産を守る」を合言葉に業務を遂行して
います。

▲救急車要請の連絡を受けている様子

▲山で被災した想定で救出訓練をしている様子

▲救急車に運んだ患者の状態
を把握している様子

　

救
急
車
が
必
要
な
と
き
…

　
　
　

そ
れ
は
突
然
お
と
ず
れ
ま
す
！

救
急
隊
は
傷
病
者
に
適
切
な
処
置
を
施
し
、
迅
速
に
医
療
機

関
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
生
命

に
危
険
を
及
ぼ
す
病
気
や
怪
我
の
知
識
を
深
め
た
り
、
処
置
が

少
し
で
も
早
く
施
せ
る
よ
う
、
日
々
訓
練
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

意
識
・
呼
吸
・
脈
拍
の
な
い
心
肺
停
止
の
患
者
に
対
す
る
処

置
で
す
。
私
た
ち
救
急
隊
は
、
３
名
で
１
つ
の
チ
ー
ム
を
編

成
し
て
お
り
、
助
か
る
可
能
性
を
少
し
で
も
高
く
す
る
た

め
、
口
の
中
に
チ
ュ
ー
ブ
を
入
れ
、
肺
に
確
実
に
酸
素
を
送

れ
る
よ
う
に
し
た
り
、
点
滴
を
行
い
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
と
い
う

強
心
剤
を
使
用
し
た
り
と
、
状
況
に
あ
っ
た
処
置
を
施
し
ま

す
。
そ
し
て
、
１
秒
で
も
早
く
病
院
へ
向
か
う
た
め
に
は
、

現
場
で
活
動
す
る
人
数
を
増
や
す
こ
と
で
、
よ
り
迅
速
な
処

置
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
救
急
車
の
向
き
を
変
え

る
事
で
さ
え
も
、
１
分
１
秒
を
争
う
現
場
で
は
非
常
に
重
要

な
業
務
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
１
１
９
番
通
報
時
に
、「
意
識
が
な
い
」「
呼
吸

が
な
い
」
と
い
っ
た
、
心
肺
停
止
が
考
え
ら
れ
る
救
急
要
請
が

あ
っ
た
場
合
は
、
救
急
車
以
外
に
消
防
車
に
も
隊
員
が
乗
り
込

み
同
時
出
動
し
処
置
に
あ
た
り
ま
す
。
消
防
で
は
、
火
災
な
ど

の
業
務
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
緊
急
事
態
に
は
、
市
民

の
生
命
・
身
体
を
守
る
た
め
に
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し

ま
す
。

　

命
を
救
え
る
の
は
、

　
　
　

救
急
隊
員
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
か
し
、
救
急
現
場
で
患
者
の
命
を
救
え
る
の
は
、
救
急

隊
や
医
師
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま

で
の
間
は
、
そ
の
現
場
に
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
応
急
手

当
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
救
急
車
が
到
着
す

る
ま
で
の
間
、
何
ら
か
の
応
急
手
当
を
施
す
だ
け
で
、
患
者

の
生
存
率
は
極
め
て
高
く
な
る
の
で
す
。

有
田
市
消
防
本
部
で
は
正
し
く
応
急
手
当
を
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
一
般
市
民
や
事
業
所
な
ど
か
ら
要
望
が
あ
れ

ば
、
救
急
講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
応
急
手
当
の
方
法
を

学
ぶ
こ
と
で
、
各
家
庭
で
起
き
る
よ
う
な
怪
我
や
病
気
に
関

す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

１
１
９
番
通
報
時
に
緊
急
性
が
極
め
て
高
い
と
判
断
し
た
場

合
、
電
話
越
し
に
応
急
手
当
の
方
法
を
お
伝
え
し
、
現
場
に

い
る
市
民
の
方
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
迅
速
な
応
急
手
当

を
行
い
、
大
切
な
人
の
命
を
繋
ぎ
止
め
る
た
め
に
、
是
非
救

急
講
習
の
受
講
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

問　

消
防
本
部
救
急
係
℡
83
―
０
１
１
９
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平
成
26
年
度

Active Arida Tooics
有田市の施策やまちの話題など…

市
政
功
労
者
表
彰
式

５
月
１
日
（
木
）、
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
地
方
自
治
や
教
育
、
福
祉
保

健
の
向
上
、
産
業
の
発
展
と
い
っ
た
市
政
振
興
に
寄
与
し
、
ま
た
、
市
民
の
模
範
と

な
る
善
行
な
ど
に
尽
く
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
す
る
「
市
政
功
労
者
表
彰
式
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

今
年
度
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
特
別
功
労
者
３
名
、
功
労
者
12
名
２
団
体
、
計
15

人
２
団
体
で
す
。 

（
敬
称
略
）

勤
務
医
の
減
少
に
よ
り
、
昨
年
10
月

か
ら
内
科
外
来
に
つ
い
て
は
、
月
・

水
・
金
曜
日
と
週
３
日
診
療
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
よ
り
、
和
歌

山
県
、
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
の
御
協

力
・
御
理
解
を
得
て
、
火
曜
日
も
診
療

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
木
曜
日
に
つ

い
て
も
診
療
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
引
き
続
き
検
討

し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
今
後
の
市
立
病
院
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連
携
を
密

に
し
、
早
急
に
協
議
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
、
有
田
保
健
医
療
圏
唯
一
の

公
立
病
院
と
し
て
、
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
ど
の
よ
う
な
診
療
体
制
を
構
築
し

て
い
く
か
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

中
・
長
期
的
に
は
、
国
が
推
し
進

め
、
県
の
医
療
計
画
に
反
映
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
、
医
療
機
能
調
査
、
現
状

把
握
の
指
標
と
し
て
い
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
い
わ
ゆ
る
レ
セ
プ
ト

情
報
・
特
定
健
診
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
患
者
情
報
を
収
集
・

分
析
し
、
当
該
医
療
圏
に
と
っ
て
、
必

要
と
さ
れ
る
医
療
を
把
握
し
よ
う
と
し

て
お
り
、
当
院
も
こ
れ
ら
を
分
析
し
、

公
立
病
院
と
し
て
の
役
割
・
目
指
す
べ

き
方
向
性
を
決
定
し
て
い
く
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
信
頼

さ
れ
る
病
院
づ
く
り
に
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
方
の
御
理
解
と
御
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

功
労
表
彰
者

【
福
祉
・
保
健
】

 
岡
村　

嘉
彦　
初
島
町
浜

 
栗
山　

司　
箕　

島

 

粂
田　

耕
資　
箕　

島

 

萬
谷　

美
和　
千　

田

【
教　
　
　

育
】

 

赤
松　

祥
子　
港　

町
 

上
田　

惠
子　
箕　

島

【
善　
　
　

行
】

 

伊
勢　

芳
弘　
港　

町

 

梅
本　

嘉
孝　
宮
崎
町

 

江
川　

重
信　
宮
崎
町

 

古
川
や
す
ゑ　
宮
崎
町

 

丸
市　

敏
子　
港　

町

 

万
賀　

加
代　
箕　

島

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

 

コ
ス
モ
ス
会

 

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
宮
原
支
部

有
田
市
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
秘書広報課
内線２０６

子育てサポーターによるわくわく広場がそとはま保育所
で行われました。子どもたちはペープサートやミュージッ
クベル、おもちゃ作りなどを体験し、みんなで楽しく踊る
など、満面の笑みを浮かべていました。

聞いて踊って楽しさいっぱい！

箕島中学校で自衛隊による防災学習が開かれました。生
徒らは自衛隊員からロープの結び方、テントの張り方、
土のうづくりや、心肺蘇生などについて教わりました。
生徒からは「この学習を通じて、もし災害が起こった場
合には避難所の設営や人を助けるなど、少しでも貢献し
たい気持ちが高まりました」と話してくれました。

いざという時のために・・・

新消防庁舎が完成し、見学会が行われました。
普段は関係者以外立ち入ることのできない屋上や通信指
令室などがこの日だけ解放されたり、消防車や救急車な
どが消防庁舎前に並ぶなど、見学者は、またとない一日
を過ごされました。

消防救急最前線を一般開放

２
月
17
日（
月
）〜
３
月
14
日（
金
）

で
８
地
区
で
行
わ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
懇

談
会
に
お
い
て
、
参
加
い
た
だ
い
た
方

か
ら
の
ご
質
問
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

旧
消
防
庁
舎
跡
地
及
び
新
消
防

庁
舎
北
側
の
空
き
地
の
今
後
の

活
用
は
？旧

消
防
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
耐

震
診
断
で
倒
壊
の
恐
れ
が
著
し

い
危
険
な
建
物
で
あ
っ
た
た
め
、
解
体

除
去
し
、
跡
地
の
利
用
は
今
後
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

新
消
防
庁
舎
北
側
の
空
き
地
利
用
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
市
民
ホ
ー
ル
と
し

て
活
用
で
き
な
い
か
、
い
ろ
ん
な
角
度

か
ら
検
討
を
進
め
て
お
り
、
建
設
に
つ

い
て
は
、
新
市
民
会
館
建
設
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
い
ろ
ん
な
分
野
の
皆
さ
ん

に
委
員
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

ど
う
い
っ
た
施
設
を
建
設
す
る
の
が
良

い
か
協
議
検
討
を
重
ね
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
市
の
中
心
部
に
商
業
施
設
や

公
共
施
設
を
集
約
し
、
無
駄
の
な
い
、

便
利
で
人
が
集
い
賑
わ
え
る
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
、
い
ろ
ん
な
方
々
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま

す
。 ＱA

Ｑ A&

ま
ち
づ
く
り

懇
談
会

広聴コーナー

特
別
功
労
表
彰
者

【
福
祉
・
保
健
】

 

石
垣　

洋
介　
港　

町

【
教　
　
　

育
】

 

川
口　

信
行　
下
中
島

【
産　
　
　

業
】

 

中
谷　

忠
弘　
宮
崎
町
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お
知
ら
せ

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
６

月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定

め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と

も
に
一
層
の
人
権
尊
重
思
想
の
啓
発
に
努

め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
次
の

と
お
り
、
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日　

時
／
６
月
２
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場　

所
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

私
た
ち
の
ま
ち
に
も
、
法
務
大
臣
が
委

嘱
し
た
人
権
擁
護
委
員
が
お
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
人
権
擁
護
委
員
】
（
敬
称
略
）

氏　

名

出
身
地

中　
　

喜
弘

箕　
　

島

上
野
山
成
樹

千　
　

田

堤　
　

敏
明

港　
　

町

栗
山　

勝
典

宮 

崎 

町

大
浦　

常
男

糸
我
町
西

高
垣　

明
子

宮
原
町
道

田
中　

増
穂

初
島
町
里

栗
山　

仁
美

宮 

崎 

町

問　

人
権
室
（
内
線
３
６
８
）

水
道
料
金
軽
減
申
請

水
道
事
務
所
で
は
、
重
度
心
身
障
害
者

の
水
道
料
金
の
軽
減
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

次
の
事
項
に
該
当
す
る
方
は
、
水
道
事

務
所
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
と
、
月
に
７
０
０
円
が
還
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
申
込
く
だ
さ
い
。

対
象
者
／
前
年
度
市
県
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
・

２
級
、
療
育
手
帳
の
Ａ
１
・
Ａ
２
及
び

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
・
２

級
を
お
持
ち
の
方
。

申
請
締
切
日
／
12
月
26
日
（
金
）

問　

水
道
事
務
所
℡
83
―
２
１
４
１

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業補

助
金
交
付
申
請

市
内
全
域
（
矢
櫃
・
逢
井
地
区
を
除
く
）

に
お
い
て
、
平
成
27
年
３
月
20
日
ま
で
に
設

置
が
完
了
す
る
浄
化
槽
を
対
象
に
補
助
金

交
付
申
請
の
た
め
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
対
象

①
市
税
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方

②
設
置
者
が
居
住
す
る
た
め
の
建
物

③
の
べ
床
面
積
の
半
分
以
上
が
設
置
者

の
居
住
す
る
た
め
の
建
物

補
助
金
額

５　

人　

槽
／
３
３
２
，
０
０
０
円

６
〜
７
人
槽
／
４
１
４
，
０
０
０
円

８
人
槽
以
上
／
５
４
８
，
０
０
０
円

受
付
期
間
／
11
月
28
日
（
金
）

問　

生
活
環
境
課
（
内
線
２
２
９
）

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
要
件
に

子
の
あ
る
夫
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
配
偶
者
が

亡
く
な
っ
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
、
子
の

あ
る
妻
又
は
子
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
26
年
４
月
１

日
以
後
に
配
偶
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、

子
の
あ
る
夫
に
も
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
子
と
は
、
３
月
31
日
現
在
で
18
歳
以
下

の
方
、
障
害
が
あ
る
場
合
は
20
歳
ま
で

の
子

問　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所

℡
０
７
３
―
４
４
７
―
１
６
６
０

　
　

健
康
課
（
内
線
５
１
６
）

子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診

受
診
医
療
機
関
が
拡
充

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
、
こ
れ
ま

で
有
田
郡
市
内
の
医
療
機
関
で
の
み
受
診

で
き
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
、

海
南
市
内
の
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

海
南
市
内
の
医
療
機
関
で
受
診
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
検
診
受
診
券
を
交

付
し
ま
す
の
で
、
自
己
負
担
金
を
ご
持
参
の

上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
子
宮
が
ん
検
診

対
象
／
検
診
日
に
満
20
才
以
上
の
女
性

自
己
負
担
／
１
，
０
０
０
円

▼
乳
が
ん
検
診

対
象
／
検
診
日
に
満
40
才
以
上
の
女
性

自
己
負
担
／
１
，
３
０
０
円

問　

保
健
セ
ン
タ
ー
℡
82
―
３
２
２
３

津
波
避
難
ビ
ル
を
指
定
し
ま
し
た

津
波
が
押
し
寄
せ
た
際
、
高
台
に
逃
げ

る
の
が
難
し
い
場
合
に
逃
げ
込
む
建
物
と

し
て
、
市
内
沿
岸
部
の
６
小
中
学
校
を
「
津

波
避
難
ビ
ル
」
に
指
定
し
ま
し
た
。

津
波
避
難
ビ
ル
指
定
学
校

初
島
小
学
校　

港
小
学
校

箕
島
小
学
校　

田
鶴
小
学
校

初
島
中
学
校　

箕
島
中
学
校

ま
た
、
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
を
感
知

し
た
と
き
に
自
動
解
除
し
、
中
か
ら
必
要

な
鍵
を
取
り
出
し
、
校
舎
の
扉
を
開
け
る

こ
と
が
で
き
る
防
災
ボ
ッ
ク
ス
と
、
照
明
が

消
え
た
後
も
発
光
し
、
暗
く
な
っ
て
も
認
識

で
き
る
津
波
避
難
ビ
ル
の
看
板
を
設
置
し

ま
し
た
。

問　

防
災
安
全
課
（
内
線
２
１
８
）

初
島
庭
球
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

「
初
島
庭
球
場
」
全

面
人
工
芝
生
化
改
修

工
事
が
完
了
し
、
４

月
１
日
か
ら
通
常
ど

お
り
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

な
お
、
使
用
す
る
際
は
、
和
歌
山
箕
島

球
友
会
（
℡
82
―
０
７
０
１
）
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

生
涯
学
習
課
（
内
線
５
１
１
）

情報ありだ 有田市の人口世帯数
（平成 26 年 4 月 1 日現在）

人口 30,505 人（前月比－ 66人）
男 14,488 人　女 16,017 人　世帯数 11,909 戸

有田市役所………… 83-1111
有田市消防本部…… 83-0119
有田市立病院……… 82-2151
有田市水道事務所… 83-2141
有田市文化福祉センター … 82-3221

有田市図書館……… 82-3220
初島公民館………… 82-4159
港町公民館………… 82-5957
箕島公民館………… 82-2276
宮崎公民館………… 83-3955

保田公民館………… 82-3168
宮原公民館………… 88-5524
糸我公民館………… 88-5500
中央地区公民館…… 82-1093

市庁舎関係
連絡先

『年に一度の健康チェック！
特定健診・がん検診を受けましょう』

健診場所 実施日 申込締切日

保健センター ６月１日（日） ５月19日（月）

保田公民館 ６月６日（金） ５月22日（木）

北原会館 ６月18日（水） ６月５日（木）

辰ヶ浜ふれあいセンター ６月24日（火） ６月11日（水）

特定健診
対象者／満40～74歳の国保加入者（受診券が必要）
自己負担額／無料
内容／問診・診察・身体測定・血圧測定・尿検査・

心電図・血液検査
がん検診
対象者／満40歳以上の有田市民
自己負担額
胃がん検診／ 700円 大腸がん検診／300円
乳がん検診／1,000円 胸部検診／無料
肝炎ウイルス検診／無料

市では、事務の効率化を図るため、組織の見直しを
行いました。
企画政策部門と予算編成部門の連携をより強化する

ために、市長公室と総務部を統合しました。
防災安全課を創設するなど５課９係からなる「経営
管理部」を４月１日付けで新たにスタートしています。

平成26年度の自治会役員が選出されましたので、お知らせします。（敬称略）

平成26年度健診スタート！ 問健康課（内線343）有田市の組織見直しのお知らせ 問総務課（内線219）

新しい自治会長さんが決まりました 問防災安全課（内線218）

まちづくり係

財 政 係

防 災 安 全 係

秘 書 広 報 係

人 事 係

総 務 係

管 財 係

課 税 係

収 納 係

経 営 企 画 課

防 災 安 全 課

秘 書 広 報 課

総 務 課

税 務 課

経 営 管 理 部

有田市組織図（平成 26 年４月現在）

箕
島

駅前 森　本　悦　司

宮
崎

辰ヶ浜第１ 嶋　田　　　望

宮
原

東 九　鬼　良　蔵
本町 由　良　孝　誠 辰ヶ浜第２ 田　中　　　守 道 久　喜　勝　已
東 萬　賀　廣　史 辰ヶ浜第３ 嶋　田　智惠登 畑 宮　本　謙　治
北 山　﨑　庄　介 辰ヶ浜第４ 岩　本　弘　道 滝 藤　田　孝　博
北新町 栗　山　賀　規 辰ヶ浜第５ 松　浦　　　功 滝川原 澤　﨑　幹　生
中 尾　島　武　夫 辰ヶ浜第６ 武　田　昌　浩

糸
我

地蔵堂 伊　藤　芳　告
南 中　川　義　朗 男浦 谷　口　禮　造 新田 伊　藤　重　次
寺町 島　﨑　正　次 矢櫃 古　川　浩　一 宮城 古　川　浩　司
福島 若　松　達　造

中
央

逢井 江　川　俊　三 沖 林　　　和　男
西 鈴　木　芳　子 小豆島 梅　本　泰　孝 堀町 堂　安　　　浩

港

赤岩 竹　中　喜代治 古江見 丸　佐　和　夫 真砂 藪　本　晴　己
東 中　本　修　三 新堂 蜂　谷　雅　行 西里 山　﨑　　　悟
出崎１ 橋　本　保　正 野 下　畑　憲　一

初
島

里中央 橋　中　　　保
出崎２ 土　井　洋　明 山地 竹　内　光　勇 弓場 望　月　榮　一
中１ 古　川　幸　雄

保
田

千田西 児　島　　　卓 奥 中　野　重　光
中２ 北　野　喜八郎 野井 鳥　淵　永　信 北原 西　中　教　高
新屋敷１ 脇　村　吉　宣 佐山 岩　橋　哲　男 南 栗　山　泰　彰
新屋敷２ 黒　﨑　正　明 高田 狗　巻　吉　明 上 白　樫　鍈　二
芦原１ 橙　木　　　功 辻堂 川　島　　　昇 砂浜 中　井　宏　幸
芦原２ 吉　田　安　治 星尾 宇　野　淳　治 本町 吉　田　重　之
芦原３ 菅　田　義　一 山田原 上　山　隆　史 北 𦚰　村　忠　次
西の浜 新　谷　祐　二 下中島 川　口　裕　三 新田 吉　田　　　秀
新川 丸　市　茂　博 宮

原
新町 木　村　也寸志 中野 中　村　　　宏

港楚都浜 中　本　　　満 須谷 生　駒　輝　明 脇本 𦚰　村　重　德

：市連合自治会長 ：地区連合自治会長

平成25年度　人権啓発標語　入選作品小学生の部 「だめだよ」と言える勇気と思いやり あいさつは人と人とをつなぐもの 広報ありだ2014.5広報ありだ2014.5⑦ ⑥



お
知
ら
せ

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き
は

届
出
が
必
要
で
す

森
林
の
立
木
を
伐
採
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
森
林
法
に
基
づ
く
伐
採
の
届
出
な

ど
が
必
要
で
す
。
無
届
け
、
無
許
可
に
よ

る
伐
採
を
し
た
場
合
、
罰
金
に
処
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

有
田
み
か
ん
課
（
内
線
２
６
７
）

和
歌
山
高
専
の
「
和
歌
山
県

工
科
系
Ｕ
タ
ー
ン
支
援
シ
ス
テ
ム
」

和
歌
山
高
専
で
は
県
内
に
Ｕ
タ
ー
ン
を

希
望
す
る
卒
業
生
を
対
象
に
「
県
内
企
業

の
技
術
者
採
用
情
報
」
を
毎
月
メ
ー
ル
で

送
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
「
和
歌
山
大
学
シ
ス
テ
ム
工
学
部
」
、

「
近
畿
大
学
生
物
理
工
学
部
」
他
の
卒

業
生
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
キ
ャ
リ
ア
を
持

つ
方
も
登
録
が
で
き
ま
す
。
全
て
、
県

内
企
業
か
ら
の
採
用
情
報
で
他
で
は
得

に
く
い
情
報
も
期
待
で
き
ま
す
。

Ｕ
タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
方
は
登
録
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
問
合
せ
や
登
録
、
又
、
個
人

情
報
の
守
秘
は
確
実
に
行
い
ま
す
。

協
力
頂
い
て
い
る
企
業

企
業
数
／
70
社
強

企
業
所
在
地
／
和
歌
山
市
周
辺
〜
西
牟
婁
郡

問　

和
歌
山
高
専
総
務
課

℡
０
７
３
８
―
29
―
８
２
９
９

イ
ベ
ン
ト

第
38
回
市
民
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
幕

市
民
の
皆
さ
ん
の
体
力
向
上
と
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
今
月
か
ら
秋
に
か
け
て
開
催
し
ま
す
。

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

総
合
開
会
式

日
時
／
５
月
11
日
（
日
） 

午
前
８
時
〜

場
所
／
有
田
市
民
体
育
館

問　

生
涯
学
習
課
（
内
線
５
１
１
）

教
室
講
座

手
話
教
室

手
話
は
す
ば
ら
し
い
「
言
葉
」
で
す
。
あ

な
た
も
手
話
で
会
話
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
６
月
〜
平
成
27
年
３
月

　
　
　

第
２
・
第
４
木
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
／
市
役
所
３
階
会
議
室

定
員
／
市
民
の
方
20
名
程
度

受
講
料
／
無
料　

※
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要

申
込
締
切
／
５
月
23
日（
金
）ま
で
電
話
に
て

問　

福
祉
課
（
内
線
２
８
４
）

イ
ベ
ン
ト

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体

軟
式
野
球
競
技
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

平
成
27
年
に
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
る

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
の
成
功
に
向
け
、

次
の
と
お
り
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は

観
戦
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
大
会
を
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

開
催
大
会
／
第
36
回
西
日
本
軟
式
野
球
大
会

　
　
　
　
　

（
１
部
）

開
催
期
間
／
５
月
17
日（
土
）、
18
日（
日
）

試
合
開
始
／
午
前
８
時
〜

開
催
場
所
／
マ
ツ
ゲ
ン
有
田
球
場

問　

国
体
準
備
室
（
内
線
３
９
６
）

ラ
ジ
オ
体
操
＆

紀
州
っ
子
か
が
や
き
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

ラ
ジ
オ
体
操
の
先
生
と
一
緒
に
正
し
い
ラ

ジ
オ
体
操
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
！

ラ
ジ
オ
体
操
は
健
康
維
持
、
体
力
向
上

に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
音
楽
に
合
わ

せ
て
、
軽
快
に
踊
れ
る
紀
州
っ
子
か
が
や

き
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
盛
り
上
が
ろ
う
!!

日
時
／
６
月
８
日
（
日
）

ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会

　

午
後
１
時
30
分
〜

紀
州
っ
子
か
が
や
き
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

午
後
３
時
〜

会
場
／
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費
／
無
料

定
員
／
50
名

持
ち
物
／
飲
み
物
、上
履
き
、タ
オ
ル

お
申
込
方
法

お
電
話
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
受
付
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

申
込
締
切
日
／
６
月
５
日
（
木
）

問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　

わ
か
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
伝
承
館

　
　

℡
０
７
３
―
４
２
１
―
３
０
７
７

平
成
26
年
度
軽
自
動
車
税

納
期
限
は
６
月
２
日
（
月
）
で
す
。

市
税
の
納
付
は
安
全
・
安
心
な
口
座

振
替
で

情報ありだ
５月14日（水） オークワ箕島店／午前10時～正午、午後１時～４時30分
６月２日（月） 有 田 警 察 署／午前10時～正午 桜ヶ丘病院／午後１時30分～４時
６月４日（水） オークワ箕島店／午前10時～正午、午後１時～４時30分

献血へ行こう！

▶採用職種、予定人員及び受験資格

▶受験できない方
・上記受験資格に該当しない方
・地方公務員法第16条（欠格条項）の規定に該当する方

▶採用予定日／９月１日（月）
▶試験期日・場所／６月29日（日）・市立病院
▶試験科目／面接試験・作文試験
※合格者には合格通知とともに健康診断書用紙を送
付しますので、医療機関において健康診断を受診
し、提出していただきます。

▶受験手続
・提出書類
（ア）受験申込書（市立病院医務課庶務係にて配布）
（イ）受験職種の資格免許証の写し
・提出先／市立病院医務課庶務係
－郵送の場合－
〒649-0316 有田市宮崎町６番地
有田市立病院医務課庶務係

※必ず簡易書留郵便とし、封筒の表に「職員採用試
験申込」と朱書してください。

・受付期間／５月12日（月）～６月６日（金）
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分
※土・日は除きます。
※郵送については６月６日（金）必着のこと。

▶募集要項、受験申込書
・市立病院医務課庶務係にて配布します。
・募集要項は市及び市立病院ホームページにも案内
しています。

▶その他
・応募書類等の返却はいたしませんので、ご了承願
います。また、応募書類等で得た個人情報は、職
員採用に関してのみ使用し、他の目的には使用し
ません。

有田市立病院職員募集 問市立病院（℡82-2151）募　　集

職　種 人　員 受験資格
看護師 3名程度 昭和49年４月２日以降に生まれた方で、看護師免許を有している方

作業療法士または
理学療法士 2名程度 昭和54年４月２日以降に生まれた方で、作業療法士免許を有している方、また

は、理学療法士免許を有している方
社会福祉士 1名 昭和54年４月２日以降に生まれた方で、社会福祉士免許を有している方

献

市民総合スポーツ大会競技日程

競　　技 日　　程 会　　　　場

1 陸上競技 　5/18（日） 箕島中学校グラウンド

2 少年野球 9/20（土）・21（日） ふるさとの川総合公園多目的運動場

3 軟式野球 5/11（日）・25（日） マツゲン有田球場

4 バドミントン 6/1（日） 有田市民体育館

5 卓　　球 5/11（日） 初島中学校体育館

6 ソフトテニス 5/11（日）・17（土） 初島庭球場

7 テ ニ ス 6/15（日）・22（日） 初島庭球場

8 ソフトバレー 5/11（日） 有田市民体育館

9 バレーボール 6/7（土）・8（日） 有田市民体育館

10 ホッケー 6/15（日） 有田市民体育館

11 サッカー 未定 ふるさとの川総合公園球技場

12 ボウリング 5/18（日） トークランドボウル

13 ゲートボール 6/19（木） 滝川原ゲートボール場

14 剣　　道 5/11（日） 宮原小学校体育館

15 柔　　道 5/11（日） 箕島中学校武道場

16 空 手 道 5/11（日） 保田小学校体育館

17 少林寺拳法 5/11（日） 港小学校体育館

18 水　　泳 8/24（日） 有田市民水泳場

広報ありだ2014.5広報ありだ2014.5⑨ ⑧



ふるさと再 発見 ひと まち ほこり

総
務
省
よ
り
派
遣
職
員
紹
介

４
月
１
日
付
で
、
総
務
省
よ
り
経
営
管

理
部
長
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

生
ま
れ
は
め
が
ね
の
産
地
で
あ
る
福
井

県
の
鯖
江
市
で
、
総
務
省
で
は
選
挙
関
係

の
部
署
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
た
経
営

管
理
部
で
職
務
に
取
り
組
む
こ
と
と
な

り
、
ま
た
、
私
生
活
に
お
い
て
も
新
た
な

環
境
に
身
を
お
く
こ
と
に
な
る
な
ど
、
公

私
共
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
年
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
有
田
市
が
よ
り
魅
力
溢
れ
る
ま
ち

と
な
る
よ
う
、
精
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

有
田
市
立
病
院
新
任
医
師
紹
介

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
か
ら
こ
の
春

外
科
に
赴
任
し
ま
し
た
。
「
体
に
負
担
の

少
な
い
手
術
」
に
心
掛
け
、
特
に
病
気
か

ら
く
る
痛
み
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
食
事
の

重
要
性
に
つ
い
て
栄
養
に
も
力
を
入
れ
、

入
院
中
の
患
者
様
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
周

辺
の
各
施
設
の
方
々
と
も
連
携
し
、
日
々

精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
４
月
よ
り
、
和
歌
山
県
立
医
科
大

学
付
属
病
院
よ
り
赴
任
し
ま
し
た
。

今
ま
で
、
肝
臓
外
科
を
中
心
に
消
化
器

外
科
医
と
し
て
働
い
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で

培
っ
て
き
た
肝
臓
医
と
し
て
の
経
験
を
生

か
す
と
と
も
に
、
有
田
市
の
必
要
と
す
る
医

療
に
携
わ
る
よ
う
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
治
療
だ
け
で
な
く
、
予
防
の
面
で

も
貢
献
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
付
属
病
院
よ

り
、
こ
の
４
月
に
有
田
市
立
病
院
の
循
環

器
科
に
赴
任
し
ま
し
た
。

循
環
器
科
で
は
高
血
圧
等
を
中
心
と
し

た
日
常
循
環
器
疾
患
を
診
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。こ

の
４
月
よ
り
循
環
器
科
に
赴
任
と
な

り
ま
し
た
。

以
前
は
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
付
属
病

院
の
循
環
器
内
科
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

有
田
市
立
病
院
の
循
環
器
外
来
で
は
水

曜
・
木
曜
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

新
天
地
で
の
環
境
に
早
く
慣
れ
、
地
域

の
皆
様
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

辻
つじ

川
かわ

　和
かず き

希
（経営管理部長）

堂
どう

西
にし

　宏
ひろ き

紀
（外科）

里
さと

神
がみ

　慶
けい

亮
すけ

（循環器科）
重
しげ

河
かわ

　嘉
よし

靖
のぶ

（外科）

今
いま

村
むら

　沙
さ

梨
り

（循環器科）

中

将

姫

伝

説

－あなたが見た「まちの誇り」をお聞かせください－
　本市では、意外と知られていない名所や史跡、地道な活動をされている人など、まちの誇りとなりうる情報を募集しています。
■連絡先／〒649-0392 有田市箕島 50 有田市役所秘書広報課℡／0737-83-1111 E-Mail ／ hisho@city.arida.lg.jp

Vol.
3

広告広告

奈良時代の天平19（747）年、右
大臣藤

ふじ

原
わら

豊
とよ

成
なり

の娘として生まれた中将
姫は、３歳で母親を亡くしました。７
歳の時、豊成が後妻を向かえますが、
容姿端麗で聡

そう

明
めい

、何事にも優れていた
姫は継母に憎まれ、豊成の留守中に、
姫を糸我町の雲

ひ ば り や ま

雀山に捨て、家臣の伊
藤春時に姫の殺害を命じます。
既にこのことを知っていた姫は、

春時が現れても驚く様子もなく、今
生の願いとして父母と継母のため
称
しょうさんじょうどきょう

讃浄土経を唱えはじめました。その

姿に心を打たれた春時は、都より妻を
呼びよせ夫婦で姫を守り育てました。
３年後、偶然猟に来ていた父親と
再会した姫は都に帰りますが、17歳
の時、大和の当

た い ま で ら

麻寺で剃髪し、法
ほうにょ

如
と名乗ります。３年間で1000巻の写
経をし、一丈五尺（約４ｍ四方）の、
当
た い ま ま ん だ ら

麻曼荼羅を一夜で織り上げたと伝え
られています。
29歳のとき、二十五菩薩が来迎

し、極楽浄土へと往生されました、と
伝えられています。

得生寺は中将姫伝説の寺として知られています。
その名の由来は、中将姫が３年隠れ住んだところ
に、伊

い

藤
とう

春
は る

時
と き

が草
そう

庵
あ ん

を結び、安
あん

養
よ う

庵
あ ん

と称したことに
始まります。その春時が剃

てい

髪
は つ

して得生と名乗ったこ
とで、後に得生寺と名づけられました。

　毎年、中将姫の命日とされる５月14日に、来
らい

迎
ご う

会
え

式
し き

の二十五菩
ぼ

薩
さつ

練
ね り

供
く

養
よ う

が行われています。この会
式は和歌山県無形文化財に指定され、平成26年２月
には観光資産分野でプレミア和歌山にも認定されま
した。
中将姫が二十五菩薩に迎えられることを再現した
来迎会式は、子ども中心で行われており、これは全
国的にも珍しく、毎年大勢の観光客で賑わいます。
有田市が全国に誇る来迎会式をぜひ皆さんも友だ
ちを誘って観に行きませんか？

有田市糸我町中番229
℡ 88-7110

─ 得 生 寺 ─
観光ストリート
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今回のコースは「和歌山の残したい棚田・段々畑」に選定されている
山田原コースです。山田原の谷両側一面に広がる傾斜角４０度を超
える段々畑は壮観で、そこから見える有田市の風景も絶景そのもの！
みかんの花の何とも言えない甘酸っぱい香りを満喫しながら、壮観な
景色をぜひお楽しみください。
集合場所／有田市消防庁舎北側
集合時間／午前１０時
参加費／３００円（保険料他）
その他／弁当、水筒など持参、ウォークは運動靴で！
＊申込は有田みかん課（内線267）へ５月７日（水）まで
　ご連絡ください。

よ
り
良
い
有
田
市
を
め
ざ
し
て

〜
防
災
意
識
の
向
上
に
向
け
て
〜

みかんの　　　街道ウォーク花
みかんの花の
甘酸っぱい香りを楽しもう！第13回 ５月11日（日）開催

※雨天中止

この広報紙は地球環境保護のために、再生紙と
植物油インクを使用しています。

広告 市収入の一部とするため有料広告を掲載しています。

広
報
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だ
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満
開
の
桜
で
お
花
見
と
い
う
季
節

か
ら
、
市
内
で
も
鯉
の
ぼ
り
が
気
持

ち
よ
さ
そ
う
に
泳
ぐ
の
を
眺
め
な
が

ら
、
清
々
し
い
薫
風
を
肌
で
感
じ
て
お

ら
れ
る
市
民
の
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
平
成
26
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
早
１
ヶ
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

年
度
初
め
と
い
う
こ
と
で
、
忙
し

い
な
が
ら
も
気
分
一
新
、
充
実
し
た
中

で
、
元
気
で
活
力
あ
ふ
れ
る
有
田
市

づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
ん
な
中
、
市
制
施
行
記
念
日

で
あ
る
５
月
１
日
に
は
、
市
政
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
方
、
公
共
の
た
め

に
格
別
の
功
労
が
あ
っ
た
方
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
、
よ
り
よ
い

地
域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
方
や
団

体
の
方
々
の
善
行
な
ど
に
対
し
ま
し

て
、
市
政
功
労
表
彰
を
授
与
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の

お
手
元
に
、
有
田
市
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
既
に
届
い
て
い
る
こ
と
か
と

思
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
は
千
年

〜
万
年
で
１
回
発
生
す
る
か
ど
う
か

の
地
震
、
東
海
・
南
海
・
東
南
海
３
連

動
地
震
は
１
０
０
年
前
後
で
発
生
す

る
地
震
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
て
、
南
海

ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
は
次
に
必
ず
起

こ
る
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
２
つ
の
地
震
に
よ
る
和
歌
山
県
の

津
波
浸
水
深
の
想
定
等
を
基
に
、
正

し
く
伝
え
正
し
く
恐
れ
る
こ
と
を
周

知
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
日
常
か
ら

津
波
防
災
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
新
た
に
作
成
し
た
も

の
で
す
。

今
回
作
成
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
つ
き
ま
し
て
も
、
あ
く
ま
で
、
１
つ

の
想
定
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

「
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な
」「
そ
の
状

況
下
に
お
い
て
最
善
を
尽
く
せ
」「
避

難
率
先
者
た
れ
」
の
避
難
３
原
則
に

基
づ
い
た
行
動
が
取
れ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

４
月
か
ら
は
組
織
改
革
に
よ
り

防
災
安
全
課
を
新
設
し
て
お
り
ま
し

て
、
津
波
だ
け
で
な
く
、
色
々
な
種
類

の
災
害
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
か

ら
も
防
災
に
は
力
点
を
お
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と
財
産
を
守
る

と
い
う
、
基
本
的
な
大
切
さ
を
第
一
の

施
策
と
し
、
皆
さ
ん
方
か
ら
の
ご
意

見
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
い
つ

発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
向

け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。有

田
市
長 

望
月 

良
男
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